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◆ 事業目的

子どもが夢や希望を持ち，自立して生きる力を身に付けることができるよう，市民，団体，

企業，行政などが連携し，多様な経験や学びの機会を提供することで，子どもの主体性を育

み，旭川市子ども条例の「子どもの夢や希望を応援するまちづくり」の実現に寄与すること

を目的とする。

◆ 事業内容

子どもたちから、将来に対する夢を叶えるために「今チャレンジしてみたいこと」を募集

し，発表・提案内容を審査の上，選考された企画に対し，実現に必要な支援を行う。

○選定件数 大賞 1件，奨励賞 ４件

○助成上限額 大賞 50万円，奨励賞 １件につき５万円（※講師謝礼，旅費等）

○選考方法

＜一次選考＞ 書類審査により5件選定

＜二次選考＞ 「夢とチャレンジについて熱く語る発表会」で大賞1名，奨励賞4名を決定

○チャレンジ研修の実施

(1)大 賞 受賞者から希望を聞き，研修先と研修内容について調整し，研修を実施する。

研修実施に係る経費を上限額の範囲内で助成する。

(2)奨励賞 旭川市内及び近郊の関係機関，企業及び団体の協力が得られる範囲内で，可能

な研修を実施する。

○研修報告会

研修実施後に，研修の成果を周知するため研修報告会を開催する。

（令和５年度は，研修スケジュール等の兼ね合いから開催中止とした。）

○記録集の発行

実施した研修の内容と応募作をまとめた「記録集」を作成し，中学校や関係機関等へ配付

するとともに，旭川市ホームページで公開する。

◆ 令和５年度 実施状況

４月２１日（金）～５月２６日（金） 応募受付（応募１２件）

６月７日（水） 一次選考（５件選定）

７月８日（土） 二次選考会（大賞１名，奨励賞４名）

７月以降 研修内容協議・研修実施

令和６年３月中旬 記録集作成・配付

あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト
事業概要
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大賞 北海道教育大学附属旭川中学校１年 中谷 彩乃
なかたに あや の

『気象庁職員になって，人々の生活に役立つ情報を提供したい！』

①気象大学校に行って，授業体験や学生の皆さんに話を聞きたい！

気象基礎演習や大気物理学などの授業を見学したり，現役の学生の皆さんに入学

するために努力したことや学校生活のこと，また力を入れておいた方がよい勉強

（科目）などについて聞いてみたい。

②気象庁本庁で現場の雰囲気を感じてみたい！

実際の仕事の様子や天気予報が作られる様子を見学するほか，職員の方にインタ

ビューし，気象庁職員を志した動機や入庁までの進路，また仕事のやりがいなどを

聞いてみたい。

③気象庁の関連施設で気象に関する理解を深めたい！

気象や地震の観測機器を体験し，原理や仕組みなどの理解を深めたい。

生活に役立つ情報を提供する気象庁職員になるために
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日 程 研修協力企業 内 容

【研修１】

１０月２日

札幌管区気象台 及び

旭川地方気象台

l 各気象台の業務内容や観測機器等の

見学，業務体験

【研修２】

１０月２９日
広島市江波山気象館

l 館内見学，気象にまつわる展示等の

体験及び気象現象の実験参加

【研修３】

１１月２７日
東京航空地方気象台

l 業務見学，航空気象予報に関する

講義及び予報作成体験

【研修４】

１１月２８日

気象科学館 及び

気象大学校

l 館内見学及び展示装置の体験

l 校内及び授業見学，気象メカニズム

実験体験，現役学生との対談

【研修５】

１１月２９日
気象研究所

l 主任研究官との雲の観察体験及び対

談，施設見学及び観測体験

【研修６】

１１月３０日
気象庁本庁

l 庁内見学，天気図解析及び作成体験

記者発表体験，職員との対談
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＜研修１＞ 札幌管区気象台及び旭川地方気象台の見学

○札幌管区気象台の見学

【日時】令和５年１０月２日（月）午前８時から午前１０時まで

【場所】札幌管区気象台（札幌市中央区北２条西１８丁目２）

【講師】同台 総務部 業務課 課長補佐 森井 敦司 氏 及び同台職員の皆さん

【研修内容】

・ラジオゾンデ放球見学

・館内及び観測機器等の見学

【研修を通して学んだこと・感想】

私のチャレンジ研修は，札幌管区気象台からスタ

ートしました。私が夢応援プロジェクトの大賞を取

ったときの新聞記事を見た旭川地方気象台の方から「気象庁本庁のみならず，ぜひ道内の気

象台にも来てください！」とお声がけいただき，今回の研修が実現しました。本当にありが

とうございます！

初めに，〔ラジオゾンデ〕（高層気象観測）の見学しました。ラジオゾンデとは，手の平

サイズの観測機器に大きなゴム気球を付けて飛ばし，上空３万メートルまでの気温や風向な

どを観測するための装置です。ラジオゾンデは毎日同じ時刻に打ち上げる決まりとなってい

て，世界標準時刻であるイギリス・ロンドンの午前０時と午後０時に上空およそ３万メート

ルに到達するよう行っており，日本では午前９時と午

後９時に当たります。しかし，午前９時に上空３万メ

ートルまで上げるには地上から３０分はかかるため，

実際は午前８時３０分に打ち上げます。打ち上げた気

球はどんどん上へ進み，最終的には割れてパラシュー

トで観測機器だけが落下してくるそうです。

なぜ毎日同じ時刻に打ち上げるのかお聞きすると，

気象状況の変化を見るためには，同じ時刻に得られたデータで比較した方がより精度の高い

天気図の作成などにもつながるためだと教えていただきました。確かに，得られた時間が違

うデータを同じ時間のものとして利用し天気図を作ったら，天気予報の信用が落ちてしまう

なと思いました。ラジオゾンデはものすごいスピードで上がっているので鳥につつかれたり

ぶつかったりしないことや，航空管制官に許可を取っているため飛行機とはぶつからないこ

と，また雷の日以外はどんなに強い雨の日や吹雪の日でも定刻どおりに行い，雷が落ちてい
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たら止むまで待ってから行うそうで，どうしても計測

できなかったときは連絡することなども教わりました。

ラジオゾンデの放球見学後は，気象台内部を見学し

ました。最初は現業室で，ちょうど朝の会報が行われ

ているところでした。現業室には１つの椅子に対して

５～１０個くらいのモニターがあるのですが，同時進

行で違う内容が各モニターに映し出されていて，それ

を見ながら職員の皆さんは会報を聞いていました。私はその様子を見て「こんなにたくさん

のモニターから素早く情報を読み取るのは大変そうだな」と思ったのと同時に，気象台ごと

に仕事をしているのではなく，全国一緒に仕事をしているんだなと感じました。

次に，札幌管区気象台の室井台長さんと対談し，気

象庁に入ろうと思ったきっかけや，今すべき勉強のこ

となどをお聞きしました。台長さんからは「気象の仕

事をする上では数学が大事だよ」とアドバイスをいた

だき，私は数学がちょっぴり苦手なので頑張ろうと思

いました。また室井台長さんから『北海道 雲と天気』

という本のプレゼントをいただきました。まさか本を

いただけるとは思っていなかったのでとても嬉しかったです！

室井台長さんとの対談後は，札幌管区気象台での仕事についての講義を受け，スライドを

用いて分かりやすく説明していただいたり，地震と火山の現業室見学では，カメラの監視だ

けではなく実際に登山をして観測することや，火山

では有毒ガスが出ている時があるので，ガスマスク

を付けて観測することなどを教わりました。また気

象大学校出身の職員の方への質問タイムがあり，気

象大学校の入試の内容や勉強のことについて聞くと

「数学と物理は先取りしておいた方がいいよ」とア

ドバイスをいただいたので，少しでも確実に先取り

しようと思いました。

室井台長さん，森井さん，札幌管区気象台の皆さん，本当にありがとうございました！

○旭川地方気象台の見学

【日時】令和５年１０月２日（月）午後１時から午後４時まで

【場所】旭川地方気象台（旭川市宮前１条３丁目３番１５号 旭川合同庁舎６階）

【講師】同台 防災管理官 佐藤 悦信 氏，防災気象官 山下 龍平 氏，

予報官 三浦 亜紀子 氏，技官 大嶋 香葉 氏
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【研修内容】

・館内及び観測機器等の見学

・講師との対談，質疑応答

【研修を通して学んだこと・感想】

札幌管区気象台での研修後まっすぐ旭川に戻り，

引き続き旭川地方気象台での研修がありました。

まず旭川地方気象台の田辺台長さんにお会いし，研修受け入れのお礼を直接お伝えするこ

とができました。田辺台長さんからは「応援しています」と温かい言葉をいただき，これか

らの研修も頑張ろうと思いました。続いて講師の三浦さんから，旭川地方気象台の概要や歴

史などのオリエンテーションを受け，旭川地方気象台はとても歴史のある気象台の一つであ

ることが分かりました。

続いて，関係者以外は立ち入ることができない

〔露場〕と呼ばれる敷地の一画や屋上に移動して，

講師の大嶋さんの解説を受けながら設置されている

観測機器を見学しました。〔視程計〕〔積雪計〕

〔日照計〕などの様々な観測機器がある中で，私は

〔雨量計〕が特に印象に残っています。

〔雨量計〕は露場に設置されています。天秤状に

なったマスが２つとマスの上に漏斗が付いていて，雨が降ると雨水が漏斗をつたってマスに

溜まっていき，このマスがいっぱいになると０．５ミリの雨量として電気信号が送られて雨

量を観測できる仕組みになっているそうです。マスが天秤状になっているのは，溜まった雨

水が重さによって傾くことでマスに溜まった雨水を自動的に排水させるのと同時に，カラだ

ったもう片方のマスが上がり漏斗の下に来ることで再びマスに雨水が溜まるようにするため

で，これを繰り返すことで継続して雨量が観測でき

るようになっていると教えてくれました。この話を

聞いて私は，『面白いけれど実はアナログなこの仕

組みは誰が考えついたんだろう！？』と思ってしま

うほど衝撃を受けました。

屋上での見学中には，現在，旭川地方気象台では

行われていない雲の観測を実演してくれました。雲

の観測は雲量，雲の形，向き，高さ，状態を目視で確認するそうで，大嶋さんから「今出て

いるこの雲は何雲だと思う？」と聞かれたので，私は『これかな？』と思っていた雲の名前

を答えると，大嶋さんの観測結果と答えが同じだったのでとても嬉しかったです！

現業室では，予報をする人とその補助をする人で役割があることが分かりました。また旭
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川地方気象台では，旭岳の〔初冠雪〕観測を担当し

ていて，初冠雪の発表基準が【職員が気象台から目

視で積雪を確認したとき】になることや，もし麓で

雪が積もっていても，雲がかかっていて職員が気象

台から積雪を目視確認できない場合は，それは初冠

雪にならないことなどを教えてくれました。この研

修の二日後の朝に旭岳初冠雪のニュースをテレビで

見たとき，初冠雪を確認したってことなんだな…との思いと，私が学んできたばかりのこと

が実際に発表されていることに感動を覚えました。

最後に，講師の三浦さん，大嶋さんと懇談する時間をいただきました。私が気になってい

た転勤の話をお聞きすると，この仕事じゃなければ生涯訪れないかもしれないと思う場所で

勤務する可能性があることを知り，改めて魅力的な仕事だなと思うと同時に，気象庁職員を

目指したい気持ちがより強くなりました！

今回お世話になりました三浦さん，大嶋さん，そして研修をコーディネートしてくださっ

た佐藤さん，山下さん，本当にありがとうございました！

＜研修２＞ 広島市江波山気象館の見学

○気象に関する展示の体験，気象現象に関する講義及び実験の見学

【日時】令和５年１０月２９日（日）午前９時から午後２時３０分まで

【場所】広島市江波山気象館（広島県広島市中区江波南１－４０－１）

【研修内容】

・館内見学，気象現象の展示体験

・気象現象に関する講義及び

実験の見学

【研修を通して学んだこと・感想】

今回の二次選考会で，私は雲量の画像を発表資料

に使いたくて，撮影された江波山気象館さんに連絡して写真使用の許可をいただいたのです

が，そのご縁から今回，江波山気象館さんで研修させていただくことができました。

江波山気象館は広島市南部にあり，坂道を上った先に建っています。この気象館の建物は

旧・広島地方気象台の庁舎で，かつては中心部にあったものの，その後の街の発展により路

面電車が走るようになると，電車が走行するときの振動の影響で地震の観測が難しくなって

しまったことから，観測に人の活動の影響を受けにくいことや，なるべく自然の状態が好ま

しいことなどの条件が合った江波山に移動したそうです。また建物は昭和９年に建てられた

初冠雪観測用の望遠鏡
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もので，当時の建築様式がそのまま現在に残っていることに驚きました。この建物は手のか

かった職人技が多く使われているそうで，確かにすごくおしゃれな建物だなと思いました。

館内には〔お天気情報コーナー〕や様々な気象現

象の体験コーナー，また〔サイエンス・スタジオ〕

や気象台の頃の貴重な記録資料を見ることができる

〔気象台のおもいで〕コーナーなどがあるほか，屋

上には観測機器が展示されていました。

お天気情報コーナーの中には〔図書館ブース〕が

あって，気象に関する本や資料が約２千冊あり，来

館者は自由に読むことができます。また江波山気象館では，気象予報事業者として独自に気

象観測を行っていて，その結果も活用しながら広島市の北部・南部の天気予報として発信し

ているそうです。天気予報を作っているところがお天気情報コーナーの一画にあり，天気図

の中には〔高層天気図〕と呼ばれているものがあることや高層天気図の見方，また見学施設

で天気予報を発信しているのは，おそらくココだけだということなどを教わりました。

体験コーナーでは〔突風カプセル〕を体験しました。

風速５メートルからスタートして徐々に風速が上がっ

ていき，最後は風速２０メートルの風を体験できます。

風速２０メートルの風は立っているのもやっとで，目

も開けていられないほどの勢いがありました。旭川で

こんな強い風に吹かれたことがなかったので，風の力

ってすごいなと思いました。

ひと通り館内を見学した後は〔オリエンテーションルーム〕という部屋に案内され，気象

館で実際に行っている講義や実験を体験しました。気象の講義と聞くと少し難しそうな印象

がありますが，気象観測に使われている衛星やレーダーのことや季節ごとの雲の特徴などが，

小学生などにも分かりやすい内容のスライドにまとめられていました。また実験では，水蒸

気とアルミ缶を使った気圧変化（真空状態になりア

ルミ缶が凹んでしまうもの）や空気を圧縮すること

で熱が発生する現象，また過冷却現象（氷点下以下

に冷やした水を氷にかけると瞬時にシャーベット状

になるもの）などを実演いただき，学校の授業でな

かなか体験できない実験ばかりで，どれもとても興

味深く見入ってしまいました。

心を持ってもらい身近に感じてもらうことで，災害から身を守ることに興味を持ってもらう

ことだとお聞きして，私は来館者に防災や気象に興味を持ってもらえるように伝えることで，

未来の命を守ることに繋がっているのではないかと思いました。
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今回の研修で，気象に携わる職種の幅の広さや奥深さなども知ることができたように思い，

江波山気象館を訪問できてとてもよかったです！

＜研修３＞ 東京航空地方気象台の見学

○業務見学，航空気象予報に関する講義及び予報作成体験

【日時】令和５年１１月２７日（月）午後１時３０分から午後３時３０分まで

【場所】東京航空地方気象台（東京都大田区羽田空港３－３－１）

【講師】同台 業務管理官 有賀 達人 氏

同台 技官 梶 史織 氏，日吉 遥 氏

【研修内容】

・航空気象台の業務見学及び

観測機器等の見学

・講師との対談，質疑応答

【研修を通して学んだこと・感想】

気象庁の組織に，航空気象に特化した気象台があ

ることをご存知でしょうか。今回，羽田空港の近くにある東京航空地方気象台での研修機会

をいただき，航空気象台ならではのことをたくさん知ることができました。

初めに講師の梶さんから，東京航空地方気象台の仕事について，予報をメインとした講義

を受けました。天気予報には，市民などに向けて命を守ったり防災してもらったりするため

の一般予報と，管制官やパイロットのほか，ディスパッチャー（航空会社のフライトプラン

を作成する人）やグランドハンドリングなどの空港に勤務する方たちに向けた，空港の防災

や飛行機の安全のための航空予報というものがあることや，この航空予報に関わる観測や予

報の作成を行っているのが航空気象台であることを教えていただきました。また一般予報と

航空予報の違いについても説明があり，航空予報では〔ＴＡＦ〕（タフ・数字とアルファベ

ットを組み合わせた暗号のようなもの）で予報や観測が表されていたり，警報は風がメイン

であることなど，一般予報とはだいぶ異なる予報となっていました。これは飛行機の安全な

運航に必要な情報以外はあまり観測も予報もしない

からだそうです。この他にも，航空気象予報はアメ

ダスや気象衛星のデータをスーパーコンピュータ

（通称スパコン）が解析して作られていることや，

日本各地をいくつかに分けたブロックの中で一番大

きい空港に航空地方気象台があることなども知るこ

とができました。私はこの研修で初めて〔ＴＡＦ〕
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の存在を知ったのですが，いつか私も読み方を覚えてみたいなと思いました。

もう一人の講師である日吉さんからは．観測をメインとした講義があり，航空気象台では

〔気象報〕という数字とアルファベットでできたものを発表していて，定時に出す〔Ｍ報〕，

外部から要望があったときに出す〔Ｒ報〕のほか，職員が気象に重要な変化を認めたときに

出す〔Ｓ報〕や飛行機事故などの時に出す〔Ａ報〕といった特別な気象報もあるそうです。

また気象報を３０分に１回発表することや，衛星を通して飛行機でも様々なデータを取って

いることなども分かりました。

講義の中で，実際に使っているシステムで〔Ｍ報〕

の作成体験をしました。航空予報ならではの専門用語

がたくさん出てくるので難しかったですが，日吉さん

と梶さんが丁寧に教えてくださったおかげで，何とか

作成できました。

講義後には現業室と観測機器が設置されている屋上

を見学しました。航空気象台では１人の方が６つの空

港を担当しているところが多く，羽田空港は飛行機の離着陸数や空港の規模などもあり３人

で担当しているとのことでした。また予報端末も見させていただき，表示されている情報を

梶さんが解説してくれました。

屋上では〔視程〕の観測を体験し，航空気象台で設定した目標物がどの程度見えているか

を確認しました。この日は見通しが良かったのですが，更に良い日には富士山が見えるそう

です。観測機器は，特殊な航空予報でも一般の気象台と変わらないことも分かりました。

この研修で，航空気象台についてたくさん学ぶことができました。有賀さん，梶さん，日

吉さん，そして東京航空地方気象台スタッフの皆さん，本当にありがとうございました！
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＜研修４＞ 気象科学館及び気象大学校の見学

○気象科学館の見学

【日時】令和５年１１月２８日（火）午前９時から午前１１時まで

【場所】気象科学館（東京都港区虎ノ門３－６－９）

【研修内容】

・気象科学館の見学 及び

各展示装置の体験

【研修を通して学んだこと・感想】

気象庁には，気象や地震の観測機器や日本の自然を

体感したり防災知識について学ぶことができる〔気象

科学館〕という施設があるので見学してきました。

気象科学館には，火山や地震の仕組みや気象予報について学べる体験装置などがあり，実

際に体験しました。火山が噴火するとマグマが流れたり火山灰が降ることもあったりと，噴

火により被害を受ける規模がとても広くなることや，

噴火を事前に予測するために観測機器を設置している

ことなどを学びました。

地震の装置は，車の運転中や学校内などの中から選

んだシチュエーションのときに地震が発生し，揺れが

到達するまでにどのような行動を取るのが命を守るこ

とにつながるかを選択肢から選ぶというものでした。

私が『これは大丈夫かな』と思っていたことは残念ながら不正解でしたが，命を守るための

行動が確認できたので勉強になりました。

気象科学館は，見るよりは体験する施設で，これは自分で体験することで防災についての

意識が変わることや，気象のことについて少しでも興味を持ってもらうことも考えられてい

るのかなと感じました。

気象科学館で，気象に関しての知識や防災時の対応をより深めることができました。
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○気象大学校の校内及び授業見学，実験体験，現役学生との対談

【日時】令５年１１月２８日（火）午後２時から午後５時３０分まで

【場所】気象大学校（千葉県柏市旭町７丁目４－８１）

【講師】同校 教授 兼 教務課長 中里 真久 氏

同校 講師 伊藤 享洋 氏，学生の皆さん

【研修内容】

・校内，授業及び実験の見学

・現役学生との対談，質疑応答

【研修を通して学んだこと・感想】

今回の私のチャレンジの一つであり，将来入ってみ

たい憧れでもある気象大学校に行き，様々な体験をさ

せていただきました。

初めに校長室に案内され，吉田校長さんから学校の概要などをお聞きしました。気象大学

校は他の大学と違って学生でありながら国家公務員となるため，休暇や給与が支給されるこ

とや，卒業後は気象庁本庁等の幹部職員として活躍が期待されることなどを教えていただき

ました。吉田校長さんはとても気さくな方で，お話ししたことで私の緊張もほぐすことがで

きました。

次に学生寮である〔智明寮〕を見学しました。私は

学校見学や寮というもの自体を見るのが初めてだった

ので，楽しみにしていました。寮はとても綺麗であま

り古さが感じられず，寮内のホワイトボードには気象

庁のマスコットキャラクター〔はれるん〕が描いてあ

って，『寮での生活はとても楽しそうだな～』と感じ，

いつかココに住んで学校に通いたい！と思いました！

引き続き，図書室など学校内部を見学しました。図書室にはおよそ３万７千冊もの本が２

階までビッシリありました。新しそうな本の中にアニメに出てくる魔導書のような見た目の

本や，背表紙がほとんど無い本などもあり，学校の歴史を感じることができました。この他

にも，普段授業を行う教室に当たる部屋や，校内では

〔Ｋａｓｈｉｗａ気象台〕と呼ばれている気象資料閲

覧教室といった部屋を見ることができました。

校内見学後は，授業風景を見学しました。私が見学

した授業は，３人程度のグループを組み，自分たちが

テーマとした気象現象に関する研究の中間発表をして

いるところでした。発表内容は中学生の私には難しか
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ったですが，聞き覚えのある言葉が出てくるところも

ありました。発表後の質疑応答は学生さん同士で主体

的に進め，講師の先生はそれを見守るような感じで，

とても良い雰囲気だなと感じました。

授業見学後は，講師の伊藤先生が〔カルマン渦〕の

発生原理や，エッフェル型の風洞を使用した〔垂直風

洞〕などの実験を見せてくださいました。カルマン渦

の実験では，渦ができていく様子を見ながら伊藤先生が解説してくださったのでとても分か

りやすかったです。実験装置がとても充実していて，目で見て発生メカニズムを学ぶことが

できる環境が整っているのはとても魅力的でした。

研修の最後には，１０人の学生の皆さんにインタ

ビューをさせていただきました。物理や数学，地学

が好きだったというところから気象大学校の存在を

知って目指したという方が多く，学校生活について

は〔気象学概論〕や〔地震火山〕の授業が楽しいと

の声が多かったです。中学生の私に今からできるこ

とを尋ねると，数学と物理はよく使うのでキライに

はならない方が良いこと，またパソコンの操作に慣れておくことも教えてくださいました。

今回気象大学校を見学させていただいて，私の憧れがさらに強くなり『絶対にこの学校に

入学したい！！』と思いました！そのためにはまだまだ頑張らなければなりませんが，この

キャンパスでの学生生活をイメージしながら乗り越えたいと思います！中里先生，伊藤先生，

そして気象大学校職員と学生の皆さん，本当にありがとうございました！！












